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研究成果の概要（和文）： 

小児医療に携わる看護師に行った 2005 年の調査では「プレパレーションはいつも必要」との
回答は 35.2％で、2010 年にはこの回答が 58.6％に増加した。ドイツでの同様の調査では「子
どもは説明を受ける権利を有する」は両国で高い割合だったが、ドイツの方が日本より長期的
な視点でプレパレーションを実施し、日本はドイツよりも業務改善の必要性を認識していた。
自国の看護実践や改善点を他国の医療状況や文化を考慮した調査から学ぶ必要性が示唆された。
2012 年にはプレパレーションの実践を含む小児看護ケアモデルを出版し、この本を活用した実
践講座を同年 10 月に開催した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

An original questionnaire was distributed to nurses working on pediatric wards in Japan in 

2005. Most aspects of psychological preparation for children in hospital were ‘always’ 

provided by 35.2% of the respondents. The same questionnaire was distributed to nurses 

working on pediatric wards in Japan in 2010. A higher proportion of Japanese respondents 

(58.6%) answered that psychological preparation is “always necessary” for children in 

hospitals. The same questionnaire, translated into German, was distributed to nurses 

working on German pediatric wards in 2010. A large majority of German and Japan 

respondents strongly agreed that children have a right to informed consent. German 

nurses expressed a longer-term viewpoint on the effects of preparation than Japanese 

nurses. Japanese nurses recognized a greater need for improvement in their duties than 

German nurses. The results suggest that we should consider our own country’s nursing 

practices and need for improvement, but also learn from studies of other countries to 

address each culture and medical situation appropriately. I published a children care model 

involving preparation practice in 2012 and held the seminar with this book. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年よりインフォームドコンセントの
考え方が医療の場に普及しはじめ、1994 年
子どもの権利条約への批准を契機として、小
児医療の場における子どもの権利や療養環
境の検討が進められるようになってきた。
1999 年日本看護協会は小児看護の業務基準
の中で「子どもの理解しうる言葉や方法を用
いて、治療や看護に対する具体的な説明を受
ける権利がある。」とその重要性を示してい
る。また、木内ら（1998）はスウェーデンに
おけるプレイセラピーの実際を紹介し、「プ
リパレーション」を「子どもへのインフォー
ムドコンセントを指す言葉」と定義している。
以上の経過から子どもに対するわかりやす
い治療や看護の説明が「プレパレーション」
または「プリパレーション」として認知され
現在に至っている。医療処置・検査を受ける
子どもへのプレパレーションの実践や研究
は国内で年々増加しており、その主な文献は
2002 年以降から急激に増えている。しかし、
道具を使った事前の説明のみを指している
との誤解も生じており、各文献におけるプレ
パレーションの定義や理解が様々で各研究
成果が総力とならない点で課題と考えられ
た。プレパレーションに関する研修会を開催
した際にも、参加者である看護師から「どの
ように実践に導入すればよいか知りたい」、
「効果が知りたい」、「実施の工夫や実践例を
もっと知りたい」、「道具を使うことと思って
いた」等、プレパレーションに対する理解や
具体的な看護実践に即した形での導入方法
を効果と共に提示することが求められてい
ることが明らかとなった。 

 

２．研究の目的 

看護師のプレパレーションに関する現在の
認識を明らかにし、看護師が行うプレパレー
ションの定義と実践例の提示および効果の
検討、ケアモデルをベースとした臨床への導
入モデルの考案、研修会の実施と評価を行う。 

 

３．研究の方法 

（1）看護師を対象とした国内外におけるプ
レパレーションの実態調査 
（2）看護師が行うプレパレーション実践導
入モデルの考案 
（3）プレパレーション講習会の開催と評価 
 
４．研究成果 
（1）2005 年と 2010 年の小児医療に携わる
看護師を対象とした全国調査の結果を比較

すると、医療処置を受ける子どもの心理的準
備の必要性について「常に必要」と回答する
割合は、35.2％（2005）から 58.5％（2010）
に、子どもへの説明方法として「人形・玩具
を用いる」割合も、20.0％（2005）から 40.1％
(2010)に増加している。しかし、2010 年の調
査では、成人と小児の混合病棟の看護師では
「人形・玩具を用いる」との回答は 34.3％で、
小児病棟の看護師の 50.7％より少ないこと
も明らかとなった。(図１) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（2）プレパレーションの実践の理由とし

て、ドイツの方が日本より「情緒的発達を促

す」「看護の質の向上」などの回答が多く、

日本は「子どもより親に説明した方がよい」

「説明によって不安になる」との回答がドイ

ツより圧倒的に多い。したがって、ドイツの

方が長期的視点で子どもの能力を尊重した

実践がなされており、日本では業務改善が求

められており、先の課題が示唆され、子ども

と家族の権利保護の視点で看護実践を行う

本来の意義を理解してプレパレーションを

導入することが急務となっている。（図 2） 

 

（3）2000～2002 年の研究成果を発展させ

てプレパレーションの実践を含む 24 項目の

簡易版ケアモデルを作成した。これを活用し

た実践集を「小児看護ケアモデル」（へるす

出版）として 2012 年 7 月に発刊した。さら

に、これを活用した第 1 回研修会を 2012 年

10 月に開催した。参加者に対しケアモデル・

チェックリストによる各項目の実施頻度を

調査したところ、ほとんどの項目において受

講前より受講後に改善がみられた。また、講

習会で他院と情報交換できたことや各所属

病棟で講習会の内容を活用したい等、講習会

の意義が明らかとなった。 

 

 

 

 

図１．看護師のプレパレーションに対する認識 



図 2．日本とドイツのプレパレーション実施の

理由に関する認識の差異 
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